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Abstract
Increase of the LINAC repe t ition rate is very effective for improving 

the efficiency in the neutron time-of~f1ight experiments After the two month 
test operation oI 450 pps ( Dec. 1983〜 Jan. 1984 ), stationary operation of GOO 
pps was star ted in Apr il 1984, The LINAC has run satisfactorily with an average 
beam current of 53ガA at a pulse width of 30 ns. This report will describe
the modification o f the main pulse modulat ion, the effect due to the selection 
of the modulator pulse width and the operational experience of 600 pps.

はじめに
原 研 で は ， T O F 法 に よ る 中 性 子 核 デ ー タ の 測 定 能 率 を 向 上 さ せ る た め ，加 速 ビ ー ム の  

パ ル ス 繰 返 し を 従 来 の 300ppsか ら 600ppsに 上 げ る こ と を 計 画 し て ，主 パ ル ス 変 調 器 を 改 修  
し，マ ス タ ー ト リ ガ 一 発 生 器 及 び デ ィ レ ー 回 路 （* 1 ) , 大 型 サ イ ラ 卜 ロ ン S C R ドライバー  
(*2)な ど の 改 良 を 行 っ た Q 昭 和 58年 12月 か ら 450ppsの 試 験 運 転 を 2 月 間 行 い ，600Pps運転  
の 見 通 し を 得 た ◎暗和$3年 4月 か ら は ， 600ppsで パ ル ス 幅 30ns，平 均 電 流 53ilAのビームを  
加 速 し て い る 。 こ の パ ル ス 髙 繰 返 し 運 転 に 伴 う パ ル ス 幅 の 選 択 ，装 置 の 改 修 ，運 転 経 験 な  
ど に つ い て 報 告 す る 。

1 . パ ル ス 幅 の 選 択 と 450pps運 転
リ ニ ア ッ ク の 加 速 管 は ，バ ン チ ャ ー は 0.68ra,第 1 〜 第 2 加 速 管 は 2.198m 2 本 ，第 3

〜 第 5 加 速 管 は 2*98rn 3本 で 構 成 さ れ て い る 。 加 速 管 の フ ィ リ ン グ タ イ ム は ，3 m 加 速管
が 最 大 で 0.58メ s で あ る 。加 速 ビ ー ム は ， 5〜 30nsの 短 い 時 間 幅 な の で ， R F パ ル ス 幅 は  
0. 6ぶ s以 上 あ れ ば 損 失 な く 加 速 で き る ◎原 研 で は ，パ ル ス 変 調 器 の P  F  N は 12段 （O . O ^ Fス 
12, Ul H X 1 2 ) で ，300pps運 転 の と き ，主 ク ラ イ ス 卜 ロ ン の パ ル ス 幅 は 3, 2ぶ s, R F の出力  
幅 は 2,5 " sで ク ラ イ ス ト n ンの 規 袼 値 通 リ に 設 計 し て い る ，

f a c t o r  ( 以 下 d * f ) の 規 格 値 に 示 す 。
こ の 値 を の d u t y

K L Y S T R O N IXJTY FACTOR 規格値 600pps計算値 SOOpps 値

KLYSTRON IH-8568

BEAM VOLTAGE 0 . 0 0  1 2 0 . 0 0 0 6 4 0 。0 0 1 0 8

r f  m m 0 .  0 0  0 9 0» 0 0 0 4 8 0.  0 0 0 7 2

B00STOR KLYSTBK TH-234G

臓  VO.IAGG 0 . 0 0 1 0 . 0 0 0 9 0.  0 0 1 0 8

BDSTOR KLYSIHDN 4KP3Ŝ

BEAM VOLTAGE CK 0 0 2 5 : CK 0 0 0 9 0.  0 0  1 0 8

Table-i パ ル ス し  60^ s のDUTY FACIW rig.—1
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600pps運3 V パ ル ス 繰 返 し  
S 5 9年 4月 よ リ 1 週 間 ，_  

定 常 運 転 に 入 リ 3 0 0 時 間 を 経 : 
ル ス 幅 30nsで 平 均 電 流 53WAを: 
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運 耘 中 の 各 部 波 形 を Fig* -4に:
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振 幅 は ， P F N 充 電 電 圧 の 約 8〜 1 0 % 程 度 と 測 定 さ れ た < 

っ て い る が ， リ ニ ア ッ ク は 定 常 運 転 が 続 け ら れ て い る 。
現 在 は ， こ の 対 策 の 検 討 を 行
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Fig. -4 リ ニ ア ッ ク 運 転 中 の 各 部 波 形

Coil 1 2 3 4

Rincher 6  8 7 5 7 5 5 3

No.1 5  0 7 5 9 5 5 5

No. 2 5  3 9 3 > 1 2 0 9 0

No. 3 < 5 0 5 8 5 5 < 5 0

Nro.4 < 5 0 6 8 9 5 6 8

No. 5 5 0 6 5 9 5 6 3

T a b l e - 2 モ ジ ユ レ ー タ ー P F N コイ ル の 雛 C Q
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パ ル ス 繰 返 し SOOpps運 転 の 経 験 か ら ， ク ラ イ ス ト ロ ン 電 圧 の パ ル ス 幅 と 波 形 を 改 良 す る  
た め に パ ル ス 変 調 器 の P  F N 段 数 を 増 加 さ せ る こ と 。 ク ラ イ ス ト ロ ン パ ル ス ト ラ ン ス の  
立 上 が リ 時 間 を 半 分 程 度 に 短 縮 す る こ と の 技 術 的 に 改 善 す る 必 要 が あ る と 思 わ れ る 。

m ) (木2 ) ( 本3) 第 8 回 リ ニ ア ッ ク 研 究 会 報 文 集
昭 和 58年 7月 25日 p . 9 〜 p * l 0 原 研 益 子 他


